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令和３年度同窓会一般会計決算を御報告します
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ᵭ
同
窓
生
の
集
い
ᵮ
支
援
事
業 

現
在
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

継
続
的
に
流
行
し
て
お
り
䣍
様
々

な
行
事
を
行
う
に
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
䣎 

こ
の
よ
う
な
中
で
す
が
䣍
感
染

防
止
の
対
策
を
取
り
な
が
ら
䣍
可

能
な
方
法
で
人
が
集
う
機
会
を
作

る
取
り
組
み
が
䣍
様
々
な
方
面
で

が
始
ま
䣬
て
い
ま
す
䣎 

同
窓
会
で
は
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
収
束
後
を
見
据
え
䣍
同
窓

生
に
よ
る
同
級
会
な
ど
の
催
し
を

支
援
す
る
た
め
䣍
こ
の
度
䣓
同
窓

生
の
集
い
䣔
支
援
事
業
実
施
要
領

を
策
定
し
ま
し
た
䣎 

同
窓
生
が
十
名
以
上
で
実
施
す

る
行
事
等
に
要
す
る
経
費
を
䣍
一

件
あ
た
り
一
万
円
を
限
度
に
補
助

す
る
も
の
で
す
䣎 

ま
た
䣍
行
事
等
の
実
施
状
況
は
䣍

後
日
䣍
同
窓
会
報
で
同
窓
生
の
皆

様
に
広
く
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
䣍
積
極
的
は
活
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

 

１　総 括

収　入　総　額 1,689,351 　円

支　出　総　額 579,303 　円

差 引 残 額 1,110,048 　円 一般会計通帳 871,899 円

協 賛 金 口 座 238,149 円

２　収 入
（単位：円）

項     　目 当初予算 決算額 比較増減

繰　越　金 968,195 968,195 0

入　会　金 483,000 483,000 0

協  賛  金 100,000 238,149 138,149

利　　　 息 5 7 2

合       計 1,551,200 1,689,351 138,151

３　支 出

項　     目 当初予算 決算額 比較増減

総 会 費 等 120,000 745 △ 119,255

支会補助費 150,000 80,770 △ 69,230

役員交際費 70,000 0 △ 70,000

同窓連負担金 30,000 0 △ 30,000

旅         費 100,000 0 △ 100,000

通信・印刷費 150,000 95,331 △ 54,669

慶   弔   費 50,000 15,000 △ 35,000

卒業記念品 60,000 38,240 △ 21,760

補   助   金 230,000 200,000 △ 30,000

報　 償 　費 100,000 10,000 △ 90,000

事　 業　 費 400,000 139,217 △ 260,783

　  予   備   費 91,200 0 △ 91,200

合        計 1,551,200 579,303 △ 971,897

創立120周年記念関連事業、がんばる地域応援
事業負担金　等

切手、郵送料、同窓会報印刷　他

餞別

卒業証書フォルダー

蓼科高校教育振興協議会

令和３年度蓼科高等学校 同窓会一般会計決算報告 

　　（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

説     　　明

令和２年度会計から

@7,000円×69名

貯金利息

説　     　明

役員会経費

支会活動経費補助

61名

皆勤賞

 
助
同
窓
生
の
集
い
努
支
援
事
業 

 

実
施
要
領 

 

一 

事
業
概
要 

 
 

同
窓
生
の
交
流
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
劣
同
級
会
や
同

窓
生
を
対
象
と
し
た
交
流
会
な

ど
劣
同
窓
生
が
十
名
以
上
で
実
施

す
る
行
事
等
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
劤 

ま
た
劣
そ
の
活
動
を
同
窓
会
報

に
掲
載
し
広
く
紹
介
す
る
劤 

 

二 

補
助
額 

 
 

一
件
あ
た
り
一
万
円
を
上
限 

 

三 

事
業
の
流
れ 

协
一
卐
行
事
等
の
代
表
者
は
劣
事
前

に
事
務
局
へ
事
業
計
画
書
を

提
出
す
る
劤 

协
二
卐
事
務
局
で
内
容
等
を
確
認

し
劣
補
助
決
定
を
行
う
劤 

协
三
卐
実
施
後
劣
行
事
等
の
代
表
者

は
劣
実
施
報
告
書
に
実
施
状
況

が
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付

し
事
務
局
へ
提
出
す
る
劤 

协
四
卐
事
務
局
は
補
助
金
を
支
給
す

る
と
と
も
に
劣
同
窓
会
報
で
そ

の
活
動
を
紹
介
す
る
劤 

同
級
会
等
の
催
し
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！ 

懐 

か 

し 

の 

風 

景 

③ 

 

二
十
年
後
の
自
分
に
あ
て
た
手

紙
や
写
真
が
当
時
の
ま
ま
の
姿

で
現
れ
䣍
参
加
者
に
大
き
な
感
動

を
与
え
ま
し
た
䣎 

 

昨
年
は
付
近
に
ベ
ン
チ
も
設

置
さ
れ
䣍
さ
ら
に
居
心
地
よ
い
場

所
に
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

 

本
校
の
管
理
棟
と
教
室
棟
の

間
は
䣍
芝
生
の
中
庭
に
な
䣬
て

い
ま
す
䣎
樫
と
モ
ミ
ジ
が
大
木

に
成
長
し
て
お
り
䣍
夏
は
心
地

よ
い
木
陰
に
な
䣬
て
い
ま
す
䣎

秋
に
は
モ
ミ
ジ
の
紅
葉
が
す
ば

ら
し
く
䣍
校
門
の
ポ
プ
ラ
と
と

も
に
学
校
を
象
徴
す
る
風
景
で

す
䣎 中

庭
に
あ
る
オ
ブ
ジ
䣷
は
䣍

平
成
十
二
年
の
創
立
百
周
年
の

際
に
記
念
と
し
て
設
置
さ
れ
た

も
の
で
す
䣎 

こ
の
オ
ブ
ジ
䣷
に
隣
接
す
る

地
中
に
は
䣍
百
周
年
の
際
に
当

時
の
生
徒
会
役
員
が
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
埋
設
し
䣍
令
和
三
年

の
百
二
十
周
年
の
際
に
は
当
時

の
役
員
が
掘
り
返
し
ま
し
た
が 

 

従
来
䣍
学
校
で
生
徒
の
学
習
活

動
等
に
使
用
し
て
い
た
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
が
登
録
か
ら
二
十
二
年
を
経

過
し
老
朽
化
が
い
ち
じ
る
し
い
こ

と
か
ら
䣍
こ
の
度
ワ
ン
ボ
䣹
ク
ス

カ
䤀
䣓
ハ
イ
エ
䤀
ス
䣔
に
更
新
さ

れ
ま
し
た
䣎 

 

購
入
に
際
し
て
は
䣍
創
立
百
二

十
周
年
記
念
事
業
の
余
剰
金
の

他
䣍
同
窓
会
役
員
を
中
心
に
協
賛

金
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
䣎
特
に
神
奈
川
県
逗
子
市
在
住

の
柳
澤
芳
子
様
か
ら
は
䣍
多
額
の

協
賛
金
を
い
た
だ
い
た
た
め
䣍
同

窓
会
長
か
ら
感
謝
状
を
差
し
上
げ

ま
し
た
䣎
御
協
力
を
い
た
だ
い
た

皆
様
に
は
䣍
こ
の
場
を
借
り
て
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
䣎 

助
生
徒
支
援
自
動
車
努

の
購
入
に
つ
い
て 

購入したハイエース 


